
福島県/経済産業省/（⼀社）みんぽうスポーツ・⽂化コミッション
「スポーツ（サイクル）」の⽅向性交流⼈⼝拡⼤アクションプラン

令和４年５⽉に経済産業省と福島県が浜取り地域等15市町村とともに「交流⼈⼝拡⼤
アクションプラン」を策定。
６つのテーマ毎に国・県・15市町村、地域事業者を交えながらワークショップ等を開催し
「この地ならでは」のコンテンツの創出へ向け取組を進めている。

▲ ワークショップの様⼦

福島復興サイクルロードレース
福島では公道のサイクルロードレースが年間１０レース以上も開催されており、全国的に
⾒てもサイクルロードレースの実施基盤が整っている希有な地域として、差別化を図れるポテ
ンシャルを有する。
そこで、復興が進む福島の今を国内外に発信するのと同時に、サイクルスポーツを通じた広
域的な交流⼈⼝の拡⼤と振興を⽬的に、福島復興を象徴する様な福島浜通り地域等の
広域を舞台とした福島復興サイクルロードレースシリーズを開催する。

福島復興サイクルロードレース ⼤会⼀覧
※⼀部予定

常磐ものフィッシュバーガー 福島の恵み特製ピザ

〜会場では、常磐ものグルメを振る舞い︕〜

ツール・ド・ふくしま
２⽇間かけて、１５市町村全てを結ぶ国内最⼤規模のサイクルロードレース『ツール・ド・ふ
くしま』を企画。（２３年度は豪⾬被害により中⽌）
国内最⻑となる距離211kmで競われるラインレースは、国内随⼀のスケール。平坦基調の
浜通りを⼀気に駆け抜け、中盤以降は⼭岳区間が連続し、総獲得標⾼は3000m近くに
達する、タフでチャレンジングなコースとして設定された。
経済産業⼤⾂賞、復興⼤⾂賞が付与される唯⼀の市⺠ロードレースでもある。

福島ならではの取組みに対して、アフターコロナにおいて国内外で⼤きく盛り上りつつある「アウトドア」
や「アウトバウンド」を掛け合わせ、福島の「創造的な復興」を最⼤限に体感する取組みを進める。
福島県内でも注⽬を集める様々なサイクルの取組みを海外へ効果的に発信し、「アウトバウンド」を捉
え、復興の着実な前進を⾵を感じながら確認してもらうため、ナショナルサイクルルート（NCR）指定
の実現に向けた課題の整理や検討を進めていく。

ふくしま浜通りサイクルルート推進協議会の取組
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ｄ いわきエリア
・いわき七浜海道
・NCR指定に向けた拠点

a 阿武隈⾼地エリア
・⽇本の原⾵景と

⼈の温もりと優しさに
触れるライド

c 双葉エリア
・ 東⽇本⼤震災からの復興の

光と影を感じるライド

b 相⾺エリア
・samurai spiritに

触れるライド

浜通り全体を周遊する
全⻑約３００kmのコースを想定

福島県は、令和５年７⽉２６⽇に浜通り等の交流・関係⼈⼝の拡⼤と地域活性化を図
ることを⽬的に、ナショナルサイクルルート指定を⽬指す、国・県・市町村・⺠間事業者等
（計４９団体）で構成する官⺠⼀体の協議会を設⽴。
各構成団体と連携して、魅⼒あるルートの設定、安全・安⼼の⾛⾏環境及びサイクリスト
受⼊環境の整備など具体的に検討する。

・サイクルガイド育成講座
・サイクリストが休憩・宿泊などに利⽤できる施設として
「サイクルオアシス」を認定。サイクルラックの設置、空
気⼊れ・⼯具の貸出を実施。宿泊施設では⾃転⾞
を施錠可能な場所で⾃転⾞を保管できる。
・⾃転⾞にトラブルが発⽣した際に修理対応ができる
施設として「サイクルレスキュー」を認定。
・サイクリスト指定施設講習会を実施

受⼊環境整備

サイクルオアシス（休憩） サイクルオアシス（宿泊） サイクルレスキュー

・サイクリストインフルエンサーによる
情報発信
・動画を活⽤した情報発信

誘客促進・情報発信

あなたの旅がきっとある
〜ふくしま浜通り〜


